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１．目的  

 近年、国内外を問わず河川の流量観測手法として

ADCP(Acoustic Doppeler Current Profiler)が用い

られている。ADCPによる移動観測は河床が固定され

ている状態を仮定してADCP本体の移動速度を算出し、

流水の流速を換算するボトムトラック機能を有する

が、洪水時などで河床が移動している場合では、そ

の補正方法1)

２．GPS について  

が示されているものの、ADCP本体の移動

速度を正しく算出することが困難となる。このため

著者らは、国内でのADCP流量観測時において精度の

高いRTK-GPSを併用している。一方、（独）土木研究

所水災害リスクマネジメント国際センター(ICHARM)

では、主に発展途上国を対象とした水関連災害防

止・軽減に貢献することを目的とした研究を行って

いる。このため、世界中であらゆる場所においても

安定した精度の流量観測が可能なるようなADCP観測

手法を研究している。RTK-GPSは精度の高い計測が可

能であるが、海外では整備されていない国がほとん

どである。このため著者らは、全世界を対象とした

高精度のワイドエリアDGPS（以下、WADGPS）を用い

て、RTK-GPSを使用した場合との観測船の移動速度に

ついて比較観測を行った。本報告はその結果を報告

するものである。 

 本研究で ADCPとの同期観測に使用した GPSの一つ

は VRS-RTK-GPS であり、電子基準点を用いて任意の

箇所に仮想電子基準点を設置し、これを基準として

補正情報を取得するものである。もう一方は、全世

界を対象とした WADGPSであり、Star Fire によるグ

ローバルデファレンシャルサービス補正情報を受信

することで、一般的な DGPSよりも高精度の計測を行

うことが可能である。両者の位置に関する精度は

VRS-RTK-GPSが数 cm程度、WADGPS が数十 cm程度で 

 

 

 

ある。また、WADGPSは Vector Track and speed over 

Ground(VTG)情報の出力が可能であり、その移動速度

に関する精度は数 cm/s程度である。GPSと ADCPの同

期観測を行う場合、GPSの位置座標の差分として観測

船の移動速度を算出し、それと ADCPから出力される

速度をベクトル換算して流速値を算出している。今

回使用した RTK-GPSと WADGPSの位置に関する精度は

10倍程度の差があり、WADGPSの位置座標から算出さ

れる観測船移動速度の精度は低いことが想定される。

一方 WADGPSの VGT情報による速度に関する精度は数

cm/sであることから VTG情報による観測船移動速度

の算出は比較的精度が高いことが想定される。 

３．現地観測実験  

 現地観測実験は利根川栗橋観測所地点で平水時に

実施した。観測船（有人船：小型 2馬力）に RTK-GPS、

WADGPSおよび ADCPを搭載し、横断観測を実施した。

観測船の移動速度を 1.0m/s、2.0m/s、ランダム走行

の 3 パターンとし、ランダム走行時には観測船を蛇

行させて観測を行った。それぞれの GPS による情報

は、現地観測実験後に時刻同期を行い、それぞれの

GPS により計測される観測船の航跡および移動速度

について比較を行った。 

 

図 1 現地観測実験 
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４．観測実験結果 

 船速 1.0m/sおよびランダム走行時の各 GPS情報に

よる観測船の航跡比較結果を図 1 に示す。横断観測

時の観測船の移動速度については、いずれの GPS 情

報を使用した場合でも、ほぼ一致している。なお、

WADGPS の VTG 情報による観測船の航跡は示していな

い。VTG情報は測位情報とは独立した手法として、衛

星から発射される電波のドップラー効果により移動

速度を算出するものであり、移動速度と方位により

航跡を描くこととなる。このため、ある地点での位

置のずれが修正されることなく、移動速度と方位に

より航跡を描くことから、比較対象から外すことと

した。次に、各 GPS 情報から算出される観測船移動

速度の比較結果を図 2、図 3に示す。図 2の横軸は左

岸水際からの距離であり、VTG情報による観測船移動

速度は先に述べた VTG 情報の特性より他の結果に比

べ横断方向にずれが生じているが、図 3 に示すアン

サンブル毎の観測船移動速度はほぼ一致している。 

これらの結果から、WADGPS の位置情報から算出さ

れる観測船の移動速度は RTK-GPS から算出したもの

のほぼ一致しており、ADCPと WADGPSの位置情報によ

る同期観測により、世界中において安定した精度で

の観測が可能となることが示唆される。また、VTG

の速度情報は速度の観測には適しているものの、位

置座標を算出するための精度は十分でないことが示

唆される。  

５．まとめ 

 RTK-GPS との比較の結果、WADGPS による観測船の

移動速度は位置情報、速度情報のいずれを同期させ

た場合でも同程度の値になることが示された。今回

は流速値の比較は行っていないものの、ADCP と

WADGPS の同期観測を行うことで、世界中において安

定した精度での観測が可能となることが示唆される。

ただし、VTG 情報を使用した場合の航跡と RTK-GPS

を使用した場合の航跡および航行距離には差が生じ

る結果となった。これらの結果から VTG 情報は流速

値の算出には適しているものの、位置座標を算出す

るための精度は十分でないことが示唆される。 

なお、RTK-GPSも VTG情報の出力が可能な機種が市

販されている。RTK-GPS補正情報の受信状況が悪い箇

所での観測では VTG 情報で補間することで、安定し

た精度が確保できる可能性が示された。 
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図 1 観測船の航跡 
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図 2 観測船の移動速度（横軸：左岸からの距離） 
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図 3 観測船の移動速度（横軸：アンサンブル数） 
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